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合気道不老会 2024 年 定期総会 議案書 

 

1. 開催日時: 2024 年 3 月 2 日（土）10:00- 

2. 開催場所: オンライン（Zoom） 

3. 報告事項 

 3-1. 周年記念行事の進捗状況について［資料 3-1］ 

 3-2. 不老会通信の発行状況について 

 3-3. 合気道清緑会の稽古開催状況について 

 

4. 審議事項 

 4-1. 現役学生の状況と 2024 年度の支援方針について［資料 4-1-1, 4-1-2］ 

 4-2. 2022 年度会計監査報告について［資料 4-2］ 

 4-3. 2023 年度決算案について［資料 4-3］ 

 4-4. 2024 年度予算案について［資料 4-4］ 

 4-5. 不老会年会費の納入方法の複線化の是非について 

 

資料 

［資料 3-1］周年式典行事について 

［資料 4-1-1］2023 年_運営支援予算執行報告書 

［資料 4-1-2］2024 年_運営支援予算申請書 

［資料 4-2］2022 年度_合気道不老会会計監査報告 

［資料 4-3］2023 年度_決算案 

［資料 4-4］2024 年度_予算案 

［資料 4-5-1］不老会の会費徴収におけるオンラインサービスの利用検討 

［資料 4-5-2］不老会メール配信方法の検討 

［資料 4-5-3］不老会レンタル Web サーバ変更の提案 
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3. 報告事項 

【3-1. 周年記念行事の進捗状況について】 

 当日、幹事（企画筆頭）より［資料 3-1］に基づいて報告する。 

 

【3-2. 不老会通信の発行状況について】 

 2023 年 7 月 22 日に Vol.12、2024 年 2 月 3 日に Vol.13 の通信発行を行った。 

 前年度と同様、不老会運営に関わる発信として、総会の開催案内および報告のほか、学生
支援の活動報告、会費納入の案内、納入状況の開示案内、合気道研鑽の場である清緑会の活
動紹介、OB・OG 同士で寄稿をつないでいただく「お便りリレー」、現役生の合宿・演武会
その他の活動の紹介などを行っている。 

 通信掲載を通して、不老会の活動／清緑会や現役生の活動／OB・OG 同士の交流の一助
となることを目指している。今後も、役員会・事務局、会員の皆さま、現役生の皆さまのご
協力を得ながら定期的な発行を継続していく。 

 

【3-3. 合気道清緑会の稽古開催状況について】 

 当日、幹事（学生支援）を中心に、稽古参加者から報告する。 
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4. 審議事項 

【4-1. 現役学生の状況と 2024 年度の支援方針について】 

 2023 年度は予算案の用件通り、7 大学合同稽古参加への支援を始め、先生稽古に関わる交
通費および宿泊費、合宿時の備品輸送費に対し、合計 66,099 円を支出したと現役生より報
告があった。また、2023 年の総会にて承認された通り、2022 年度春合宿の交通費の一部
（30,000 円）を 2023 年度予算へ振り替えて計上することとなっていたため、今回の運営支
援予算執行報告書に記載している。 

 2024 年度の学生支援は、例年と同様、先生稽古に関わる交通費と宿泊費および合宿の運
営費に対し、合計 49,000 円の申請があった。 

 2023 年の運営支援予算執行報告書（［資料 4-1-1］）および 2024 年の運営支援予算申請書
（［資料 4-1-2］）に基づいて審議いただきたい。 

 また、本年度より現役支援に関する資料を作成し現役生と共有を開始した。内容に関して
は現役生の混乱が生じないよう適宜アップデートを行う。 

 

【4-2. 2022 年度会計監査報告について】 

 当日、監査より報告する。そのうえで、審議と承認をいただきたい。 

 

【4-3. 2023 年度決算案について】 

 当日、幹事（会計筆頭）より［資料 4-3］に基づいて報告する。そのうえで、審議と承認
をいただきたい。 

 

【4-4. 2024 年度予算案について】 

 当日、幹事（会計筆頭）による［資料 4-4］に基づいて報告する。そのうえで、審議と承
認をいただきたい。 

 

【4-5. 不老会年会費の納入方法の複線化の是非について】 

 今後、不老会の年会費の納入を、現行のゆうちょ銀行口座への振込のみでなく、複数の方
法によって可能にしていくことの是非について、幹事（広報）より、［資料 4-5-1］から［資
料 4-5-3］までに基づいて提案する。そのうえで、審議と承認をいただきたい。 

 

 



[資料3-1]

周年式典行事について

・'22年度の総会にて45周年記念行事の開催は見送ることを決定。50周年記念行事に向けて今年度も下記積み立てを継続することを提案する。

50周年式典見積り (’27年名古屋開催(仮))

収入 632,000 873,000
懇親会費 507,000 553,000

7,000円 65人 455,000 7,000円 70人 490,000 OB＋そのご家族（大人）
3,000円 16人 48,000 4,000円 15人 60,000 現役
1,000円 4人 4,000 1,000円 3人 3,000 OB家族（子ども）※乳児は０円

OB会費 125,000 320,000
現役部費 0 0
寄付金 0 0

支出 575,823 846,000
懇親会会場 4,000円 82人 328,000 5,500円 90人 495,000 ※子どもの料金も同額で見積り。花の木を想定。
佐原先生への出費 106,300 158,000

お礼(金券代) 98,150 100,000 金券10万円分
ホテル代 8,150 18,000 2泊分を想定
交通費 0 30,000 新幹線往復分相当
タクシー代 0 10,000 一部OBが車を出し合って出費削減を検討
お土産代 0 0

山口先生への出費 50,920 58,000
ホテル代 16,300 18,000 2泊分を想定
交通費 30,000 30,000 新幹線往復分相当
タクシー代 4,620 10,000 一部OBが車を出し合って出費削減を検討
お土産代 0 0

記念代 79,300 100,000 記念品はタオルのみ。
備品代 11,303 20,000 通信費含む
事前打合せ交通費 15,000 原則オンライン会議。名古屋近郊在住者3名下見分

収支 56,177 27,000

備考
（１） 予算

OB会から32万円支援する前提。
（２） 今後の積立て

次回記念行事に向けて、23年度までに24万円積み立て済み。今後24～27年度で2万円ずつ積立てる。(余剰金は55周年以降に繰り越し)
（３） 積立金の用途変更について

但し、その場合は次の総会にてその旨を報告するものとする。(用途例：部費収入減少による、指導者招聘費用の逼迫 等)

40周年実績
50周年積立

※名古屋開催を想定
備考

現役生の活動にかかる必要な経費とOB会への臨時運営支援予算申請書の提出状況に応じて、本用途で積み立てた費用を役員会の判断で学生支援のための予算に再
配分できるものとする。



［資料4-1-1］

書式（学支３）

運営支援予算執行報告書

合気道不老会
　会長 花井　一彦

名古屋大学合気道部主将 島田 悠杜

名古屋大学合気道部部長 柴田 理尋

様

　名古屋大学合気道部の円滑な運営に資する支援として受領した運営支援予算を、下記の
通り、執行いたしましたので報告いたします。

2023 年 12 月 27 日

備考
春合宿　先生招聘時の交通費 3 月 30000 1 30000 30000 2022年度

春合宿分
※2023年
3月13日
に受領済

用件 予定 単価(円) 数量 全体額(円) 執行額(円)

42584 4名 1部
屋 ※
2023年3
月20日に
受領済み

先生稽古時のタクシー料金 7 月 2320 1 2320 2320

7大学合同稽古時の宿泊費 3 月 21292 2 42584

7875

合宿時の物品輸送費 9 月 2800 1 2800 2800

先生稽古時の先生宿泊費 7 月 7875 1 7875

2190

先生稽古時の先生宿泊費 12 月 8330 1 8330 8330

合宿時の物品輸送費 9 月 2190 1 2190

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

18485

合計(円) 96099 96099

受領予算(円) 114584 残額(円)

1 / 1 



［資料4-1-2］

　名古屋大学合気道部の円滑な運営に資する支援として、下記の運営支援予算執行計画書
にお示しした通り、予算の配分を希望いたします。

2023 年 11 月 29 日

書式（学支１）

運営支援予算申請書

合気道不老会

　会長 花井 一彦 様

運営支援予算執行計画書

用件 予定 単価(円) 数量 必要額(円) 希望額(円) 備考

名古屋大学合気道部主将 島田 悠杜

名古屋大学合気道部部長 柴田 理尋

8000

先生稽古時の宿泊費 7 月 8000 1 8000 8000

先生稽古時のタクシー料金 7 月 8000 1 8000

8000

先生稽古時の宿泊費 12 月 8000 1 8000 8000

先生稽古時のタクシー料金 12 月 8000 1 8000

10000

合宿時の体育館使用料 3 月 30000 1 30000 7000

合宿時の体育館使用料 9 月 50000 1 50000

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

月 0

名古屋大学合気道部
主将 島田 悠杜 様
会計 柴田 理尋

合計(円) 112000 49000

運営支援予算交付決定通知書

月 0

以上

合気道不老会

会長 花井 一彦

記

円

様

　過日ご提出のあった運営支援予算申請書・執行計画書を精査し、下記の額面を交付する
ことを決定いたしましたのでお知らせします。

■■ 年 ■■ 月 ■■ 日

1 / 1 
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［資料4-3］

議題: 【審議事項】 2023年度_決算案 2024/1/14

決算年度 項番 （参考）2022決算 2023予算 2023決算 備考
決算期間 R04.1～R04.12 R05.1～R05.12 R05.1～R05.12

前期繰越金 1 963,736 1,002,427 1,002,427
HP管理費積立金 2 0 3,400 3,400
45周年行事積立金 3 200,000 220,000 220,000
残金（1-2-3） 4 763,736 779,027 779,027

経常収入 5 90,006 90,000 107,566 ・寄付金として受領したものも含め、延べ41名から納付して頂けた。
会費（2022.01～2022.12受領分）6 75,000 90,000 87,000 ・

寄付 7 15,000 0 20,560
・各納付金額のうち会費3000円を超える部分および稽古会の余剰金を寄付金と
して受領。

利息 8 6 0 6 ・
経常支出 9 74,715 185,600 139,829

役員会費 10 0 5,000 0 ・打ち合わせを主にオンラインで行っているため、交通費などが発生せず。

総会運営費 11 0 2,200 0 ・2023年度はzoom利用料が発生せず。
事務局経費（紙など・振込用紙）12 1,040 5,000 0 ・事務用品(紙など・振込用紙)その他。
清緑会経費 13 20,000 20,000 20,000 ・愛知県合気同連盟の年会費20,000円を計上。
現役活動支援 14 30,000 120,000 96,099 ・内訳は2023年度_運営支援予算執行報告書を参照。

稽古会補助 15 0 10,000 0
・稽古会の参加費総額42,000円が支出総額40,440円を上回ったため補助申請な
し。

HP管理費・HP管理費積立金 16 3,400 3,400 3,400 ・3,400円を積立て。次回の支払いは2027年2月の予定。
周年行事積立金 17 20,000 20,000 20,000 ・20,000円を積立て。
振替通知費・振込手数料 18 275 330 ・稽古会参加費、清緑会経費の振込手数料(各165円)。

経常収支 19 15,291 ▲ 95,600 ▲ 32,263
特別収入 20 0 0 0

実地調査による調整金 21 0 0 0
特別支出 22 0 30,000 0

慶弔費 23 0 30,000 0 ・慶弔費の使用方法は別途整理する必要がある。
当期収支 24 15,291 ▲ 125,600 ▲ 32,263
次期繰越金 25 1,002,427 900,227 993,564

HP管理費積立金 26 3,400 6,800 6,800 ・2021年度に積立金全額を支払い、2022年度より新たに積立てを開始。

周年行事積立金 27 220,000 240,000 240,000
残金（23-24-25） 28 779,027 653,427 746,764

（備考）
現役活動支援(計96,099円)のうち、運営支援予算執行報告書に記載のタクシー料金、宿泊費、物品輸送費(計23,515円)については2024年に支給予定。



［資料4-4］

議題: 【審議事項】 2024年 予算案 2024/1/19

決算年度 項番 2023決算 2024予算 備考
決算期間 R05.1～R05.12 R06.1～R06.12

前期繰越金 1 1,002,427 993,564
HP管理費積立金 2 3,400 6,800
45周年行事積立金 3 220,000 240,000
残金（1-2-3） 4 779,027 746,764

経常収入 5 107,566 90,000
会費 6 87,000 90,000 ・2024予算では3,000円×30人としている。
寄付 7 20,560 0
利息 8 6 0

経常支出 9 139,829 119,600

役員会費 10 0 5,000 ・打ち合わせをオンラインで行う年度は交通費が削減されるため、30,000円から5,000円へ減額。

総会運営費 11 0 2,200 ・2021年度より、Zoom利用料金（$14,99）は発生していない。
事務局経費 12 0 5,000 ・事務用品（紙・振込用紙など）その他の予備として（使用しない場合は返納）。
清緑会経費 13 20,000 20,000 ・愛知県合気道連盟の年会費20,000円を計上。
現役活動支援費 14 96,099 64,000 ・2024年1月時点で49,000円の予算申請あり。
稽古会費用補助 15 0 0 ・
HP管理費積立金 16 3,400 3,400 ・5年で16,995円になるよう、年3,400円を積立て。次回の支払いは2027年2月の予定。
周年行事積立金 17 20,000 20,000 ・2022年度より積立金額を20,000円に変更。
振替通知費・振込手数料 18 330 0 ・現役活動支援費のみ振込手数料0円。

経常収支 19 ▲ 32,263 ▲ 29,600

特別収入 20 0 0
21 0 0

特別支出 22 0 30,000
慶弔費 23 0 30,000 ・慶弔費の使用方法については別途内規を作成して整理する必要あり。

特別収支 24 0 ▲ 30,000

当期収支 25 ▲ 32,263 ▲ 59,600

次期繰越金 26 993,564 957,364
HP管理費積立金 27 6,800 10,200
周年行事積立金 28 240,000 260,000
残金（22-23-24） 29 746,764 687,164

（備考）
現役生の活動にかかる必要な経費とOB会への臨時運営支援予算申請書の提出状況に応じて、周年行事積立金（項目番号3と17を合算したもの）から学生支援のための予算として柔軟
に再配分することができるものとする。



［資料 4-5-1］ 

2024-01-22 

有賀 達哉 

 

会費徴収におけるオンラインサービスの利用検討 

 

不老会の会費徴収ですが、登録すると定期的に支払いが行われるサブスクリプション型のサ

ービスを使うと支払い率が上がるかもしれません。 

 

使えそうなサービスについて情報を共有しますので、利用可否などについてご検討くださ

い。 

 

手数料の分収入が少しだけ減りますが、利用を検討する価値があるかと思います。 

ただし、使ってみないとわからない側面がありますし、導入しても使われない場合がありえ

ますので、もし導入をする場合は検討フェーズとして暫定導入して、結果を１年〜２年程度

計測し、その後本導入という流れにすると良いでしょう。 

主なサービス 

square 

● 対象: 個人事業主 or 任意団体 or 法人 

● 登録は団体の「代表者」の名義で行う必要があり、名義を変更する場合は、アカウ

ントの再作成が必要 ※顧客情報を Exportしたりはできるはず。 

● Pros: 

○ 入会費・維持費は無料 

○ 手数料が比較的安い（クレジットカードで 3.75%） 

■ 参考: カード決済手数料や利用料 

● Cons:  

○ 登記がない種類の団体の名義でアカウントが作れるか不明（要確認） 

■ 参考: Square アカウント作成に関する FAQ 

○ 名義の変更ができない（アカウントを別途作成する必要がある） 

○ 口座振替のサービスは無い。 

会費ペイ ※おすすめ！ 

● Pros: 

○ 入会費・維持費は無料 

○ 口座振替のサービスあり 

○ アカウント作成に法人格などは問われない 

○ 名義変更に対応している 

■ 参考: 契約内容の変更 

● Cons: 

○ 手数料は square より高い（手数料 100円  + 3.5%） 



［資料 4-5-1］ 

補足 

● クレジットカード払いのみだと、クレジットカードの有効期限のタイミングで差し

替えが必要になります。 

● 口座振替ができると、クレジットカードのような有効期限の問題は起きにくい。 

 



［資料 4-5-2］ 

2024-01-22 

有賀 達哉 

メール配信方法の検討 

不老会のメール配信は、有賀が作ったスクリプトで実施しています。 

利用は難しくはありませんが、Rubyのプログラムに関する知識がないと多分使えません。 

今後、他の人に引き継ぐのであれば一般的なメーリングリストを利用するほうが良いかもし

れませんので、方針について不老会でご検討ください。 

今の運用 

1. 送信時、OB名簿の Google スプレッドシートから最新の宛先リストを取得する。 

2. 宛先リストに従って、専用のプログラムを使ってメールを配信する。 

配信の際、メールの配信アドレスは連絡担当になっている。 

3. 返信は各年代の連絡担当が取りまとめる。 

一般的なメーリングリストを使う場合の運用 

1. 各年代毎にメーリングリストを用意する。配信先はメーリングリストの機能で管理

する。 

2. メーリングリストの設定により返信先を各年代の連絡担当にする 

※少なくとも Google Groupsはこの機能がある。 

3. 返信担当の対応はほぼ同じ。 
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なぜ独自のスクリプトを使っているのか？ 

1. 送信元を、宛先に合わせて変更しているが、当該機能を持つメーリングリストソフ

トウェアは一般的ではない。 

○ このため、一般的なメーリングリストを使う場合、メーリングリストを複数

作成して、マルチポストする運用となる（前述） 

2. 通常のメーリングリストのソフトウェアを使うと、送信先と返信先が異なる運用を

する必要がある（場合が多い）が、この運用を確実に行う方法がなかった。 

○ 返信先を設定しても、それをきちんと認識してくれない（主にガラケーの）

メールソフトウェアが多数あったため、送信元を返信先にしておく必要があ

った。 

3. メールの文面をすごく古い携帯電話でも受け取れるような方法で送るため。 

○ 補足: Google Groupの場合、メールは UTF-8というエンコーディングで送ら

れるが、これは一部の古〜い携帯のメールでは見ることができなかったの

で、慣習として推奨されていたメールのエンコーディング（ISO-2022-JP）

を使う必要があった。 

この内、2番目と 3番目の理由については、3Gが停波し、一定以上古い携帯電話が淘汰さ

れた結果、おそらく対応が不要と考えられますので、少しだけ管理が煩雑になりますが、引

き継ぎやすい形に変えるのは悪くないオプションだと思います。 

どちらにすべきかの判断基準 

現状の運用を他の人ができるようでしたら、配信のための作業負荷は現状のやり方のほうが

低いので、現状のままで運用しても問題ないと思われます。 

必要なマニュアルはすでにあります。 
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2024-01-22 

有賀 達哉 

レンタルWebサーバ変更の提案 

不老会のメール配信などは、清心館道場の物を間借りしていますが、これは佐原先生のご厚

意 + 清心館のサーバ管理を有賀がしている事により可能になっています。 

今後の継続性を考えると、不老会で契約しているサーバの機能を利用するのが望ましいので

すが、現在使っているレンタルサーバのサービスは複数メールアドレスの発行ができませ

ん。 

現状の使い方ならもっと安いレンタルサーバのサービスはたくさんあります。 

また、大手の場合は発行できるメールアドレスも多いですので、大手に乗換えることを推奨

します。 

乗り換えに問題がないのであれば、学生と調整して乗り換えを検討します。 

リマインダ: 現状の料金 

17,000円/5年 = 3,400円/年 

メールアドレス発行数: 1（※実質的に使っていない） 

学生のホームページと、不老会のページは同じサーバに設置 

主な乗り換え先の案 

さくらインターネットライトプラン  ※おすすめ 

● 参考: https://rs.sakura.ad.jp/lite.html 

● 価格: 1,571円/年 

● メールアドレス発行無制限 

LOLIPOPレンタルサーバ エコノミープラン 

● 参考: https://lolipop.jp/pricing/ 

● 価格: 2,376円/年 

● メールアドレス発行: 10件 


